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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、膨大な未公開資料群（衆参両院事務局所蔵）の本格的な活用を通して、１
）わが国の憲政史における両院関係の展開を実証的に再検証すると共に、２）議会法・議会先例の形成・確立過程や、
３）それらを支えた議会事務局の機能や議会官僚の役割を解明することであった。主たる研究成果としては、１）『初
期日本国憲法改正論議資料』の公刊、２）「河井弥八日記」「平野貞夫日記」をはじめとする各種私文書の調査・公刊
、３）議会法や両院関係にかかわる論文や図書の公刊が挙げられる。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to analyze 1)the relations of two Houses in Japanese 
constitutional history, 2)the process of the formation and establishment of parliamentary laws and 
parliamentary practice, 3)the role of secretariat and secretary of two Houses by using unpublished 
primary resources. The main results of this study are as follows. 1)We published "Shoki Nihonkoku 
Kenp&#333; kaisei rongi shiry&#333;(Documents on the Revision of the Constitution of Japan)", 2)We 
researched and published various private papers such as "Kawai Yahachi Diary" and "Hirano Sadao". 3)We 
published papers and books regarding parliamentary laws and the relations of two Houses.

研究分野：憲法学・立法学

キーワード： 公法学　政治学　憲法史　議会法　両院制　議会運営　議会先例　議会資料
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１． 研究開始当初の背景 
（１）近年の憲政史研究は、各種の内外資
料の公開・発掘により飛躍的な展開を遂げ
ているが、国会両議院は情報公開法の適用
対象外とされ、従来、その所蔵資料への外
部からのアクセスは不可能であった。その
ため、両院間の調整プロセスを規律する議
会先例の形成や、議事運営に係る独自調査
の遂行など、両院制度の運用にあたって大
きな役割を果たしてきた両院事務局・議会
官僚の役割についてはブラックボックスと
され、本格的な研究は手つかずの状態にあ
った。 
 
（２）このような状況に鑑み、申請者（大
石）を代表とする研究グループは、2008年
春から科学研究費補助金を得て、衆議院議
事部の所蔵する帝国議会時代の資料の整
理・保全に取り組み、国会法、議院規則及
び議会先例の形成・確立過程を解明するた
めの資料的基盤を構築すると共に、議会事
務局の役割を、資料研究、オーラル・ヒス
トリー、諸外国の例との比較照合という観
点から明らかにしてきた。本研究は、以上
の研究成果の上に立ち、研究対象を参議院
事務局の所蔵する帝国議会時代（貴族院）
の資料や貴族院書記官経験者の私文書にま
で拡大し、わが国における二院制のあり方
を比較憲法史的に解明するために構想され
たものである。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究は、申請者グループが閲覧を
許された未公開資料群（衆参両院事務局所
蔵）の本格的な活用を通して、①わが国の
憲政史における両院関係の展開を実証的に
再検証し、②両院間調整を規律する議会
法・議会先例の形成・確立過程を明らかに
すると共に、③それらを支えた議会事務局
の機能や議会官僚の役割を解明することを
具体的な目的とした。 
 
（２）さらに、両院間の調整メカニズムの
運用のあり方を、実務的観点を含めて総合
的に再検討することによって、議会法・議
事法研究に新たな基盤を提供すると共に、
国民・議会・内閣を含めた調整プロセスの
あり方について新たな視点・解決策を提示
することをも目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究の具体的な方法は、以下の通りであ
る。 
（１）憲法学・議会法学・政治（史）学を
専攻する研究者を糾合し、両院間の調整実
務・議会官僚の機能といった未開拓の研究
領域について、学際的な実証研究を行った。 
 
（２）両議院事務局の全面的な協力を得つ
つ、未公開資料群に基づく実証研究とオー

ラル・ヒストリー・メソッドを駆使するこ
とによって、実務経験と学問的分析の架橋
を図った。以上の調査・研究成果を共有し、
関係者の意見交換を行うため、東京、京都、
掛川において定期的に研究会を開催した。
また、研究代表者の大石、分担者の原田は、
国立国会図書館調査・立法考査局説明聴取
会に定期的に参加し、講演を行った。 
 
（３）研究の過程で発掘・整理した重要資
料を史料集として公刊し、広く活用される
ことを可能にすることによって、学術的基
盤を強化することを目指した。特に、貴族
院で憲法制定に携わった関係者が内密に行
った憲法研究会の膨大な速記録である「月
曜会」「萍憲法研究会」文書（参議院事務局
所蔵）、平野貞夫氏（元衆議院委員部長）の
衆議院事務局在職時代の日記、河井弥八（貴
族院書記官長・貴族院議員・参議院議長な
どを歴任）の日記といった画期的憲政史料
について、参議院事務局、掛川市教育委員
会、河井家、尚友倶楽部などの全面的な協
力を得て本格的な調査を実施し、その出版
の準備を進めた。 
 
（４）二院制のあり方や、各国議会が所蔵
する各種史料の将来的な保存・公開のあり
方を検討するため、イギリス、フランスの
議会（議会事務局、議会文書館を含む）に
おいて現地調査を実施した。 
 
４．研究成果 
本研究の主たる成果は、以下の通りである。 
（１）衆議院事務局所蔵「庶務課日誌」に
ついて調査を実施し、目録作成やデジタル
撮影を進めた。また、「各派交渉会」記録の
検討を行い、ＧＨＱ・貴族院などとの関係
を明らかにすることができた。これらの史
料の保存・活用のあり方については、今後
衆議院事務局と相談しながら検討を進めて
いく予定である。 
 
（２）参議院事務局所蔵史料については、「貴
族院彙報」の各種異本の調査やデジタル撮影
を進めた。これらの史料の保存・活用のあ
り方については、今後参議院事務局と相談
しながら検討を進めていく予定である。 
 
（３）貴族院で憲法制定に携わった関係者
が内密に行った憲法研究会の膨大な速記録
である「月曜会」「萍憲法研究会」文書（参
議院事務局所蔵）を調査・検討し、『初期日
本国憲法改正論議資料』として公刊した。 
 
（４）「平野貞夫日記」の全面的調査を実施
し、『平野貞夫衆議院日記』第一～四巻とし
て公刊した。引き続き第五巻公刊の準備を
進めている（全五巻で完結の予定）。 
 
（５）「河井弥八日記」の全面的調査を実施



し、その出版準備を進めた。戦後分の日記
の概要を、論文「参議院議長河井弥八日記」
（『中央公論』）として紹介した。 
 
（６）掛川市の河井弥八記念館（二〇一二
年開館）において、毎年講演会を開催し、
研究成果の市民への還元を図るとともに、
掛川市に伝わる史料や情報の収集に努めた。
講演会の実施状況は、以下のとおりである。 
 
2013年 3月 16日 
・大石眞（京都大学教授）「天皇機関説以後
の美濃部達吉」 
・村井良太（駒澤大学准教授）「宮中官僚
河井弥八の見つめた衆議院――衆議院各派
協議会の働きを中心に」 
・小林和幸（青山学院大学教授）「河井弥八
の政治的基盤と貴族院」 
 
2014年 3月 15 日 
・小田部雄次（静岡福祉大学教授）「河井弥
八日記に見る『昭和初期の天皇と宮中』」 
・内藤一成（宮内庁書陵部主任研究官）「参
議院議員河井弥八の誕生と掛川」 
 
2015年 3月 14 日 
・見城悌治（千葉大学准教授）「河井重蔵と
田中正造の交流～田中正造書簡の内容を中
心に」 
・前田寿紀（淑徳大学教授）「河井弥八の甘
藷増産活動」 
 
（７）イギリスの議会文書館における調査
結果を、論文「イギリス議会文書館・図書
館の概要」として発表した。 
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